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事例報告 
雑司が谷を中心とした地域づくり 
 ―大人と子どもと学生と 
薬袋 奈美子 
 
 私は、日本女子大学の家政学部住居学科で都市計画やまちづくりを教えております。私
自身、日本女子大学の出身ですが、自分が学生のときは、あまり雑司が谷に行かず、遊ぶ
にしても新宿へ出ていました。教員として大学へ戻ってまいりまして、すばらしい地域だ
と認識しました。学生とともに学びの場にしたい、そしてできれば地域貢献をさせていた
だきたい、何らかの形で関わらせていただきたいと思い、この 7 年ほど、いろいろな活動
を行っております。 
 昨年度、NHK 朝の連続テレビ小説『あさが来た』で話題になって、ご存じの方が増えて
いるかとは思いますが、成瀬仁蔵が、良妻賢母を育てるのではなく、女性が日本を変えて
いくために、女性を教育するという目的で 1901 年（明治 34）に創立したのが日本女子大
学です。ですから、信念徹底、自発創成、共同奉仕という三大モットーがございます。自
分が大事だと思ったことはやり通せ、というのが一番の教えです。それが、日本女子大学
の卒業生を嫁にもらいたくないと言われる原因のようですが（笑）、とにかく、そういう気
持ちで私も学生を教育しております。 
 雑司が谷はすてきなまちだと思います。このよさを残し、かつ全国に発信していけるよ
うに、日本の住宅地全体に、この雑司が谷のよさが伝わっていくように教育しています。 
 
 私が所属している住居学科は、他大学では建築学科と呼んでいるものと同じですが、あ
えて「住居学科」という名前にこだわるのは、家政学部が、女性が家庭から日本を変えて
いくという創立者の理念に基づいてできた、開学当初からの学部だからです。その理念に
基づき、建築都市計画を変えていきたいと思っております。 
 日本女子大学は豊島区の大学の仲間に入れていただいておりません。というのは、本部
が文京区にあるからです。ですが、寮地区は雑司が谷にあります。大学ができた頃、寮は
雑司が谷の野山にありました。本学は、開学当初より寮を大事にしてきました。というの
は、家のような寮をつくって、そこから研究課題を見つけて、日本を変えるための研究を
する、というのが大学創立の精神だったからです。開学当初から寮はありまして、1911 年
（明治 44）ですと、周辺に牧場もありました。1943 年（昭和 18）には小さい寮がたくさ
ん建っていて、今も寮地区としてございます。 
 過去を振り返ってみますと、いろいろな形で寮が存在しているのですが、常に雑司が谷
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の中に寮があって、学生がたくさん生活してきました。そして雑司が谷のまちに下宿をし
たり、あるいは雑司が谷に住んでいる教職員がいたりと、雑司が谷とのつながりは深いと
思われます。宣教師館の保存活動や雑司が谷音楽堂を建設など、文化的な活動にも日本女
子大学の卒業生が積極的に関わってきました。雑司が谷は日本女子大学が大事にしたい場
所です。 
 1916 年（大正 5）の雑司が谷では宅地化が進みました。終戦直後は、空襲で焼け残った
中に日本女子大学の寮もあるという状態でした。現在の大学周辺は密集市街地となってい
ますが、寮は変わらずに存在していて、かつ緑の拠点になっています。雑司が谷の密集市
街地ということで、来たる東京の震災に備えて何とかしなければと、東京都もいろいろ動
いてくださっていますが、雑司が谷のまちづくり、防災のまちづくりを考えるときに、こ
こを緑の拠点にしたら、うまく避難できるか、あの塀を越えていけるか……といったこと
を地元の会で話しています。私としては、あの塀がなくなることを願っていますが、大学
の考えもあるようです。地域の皆さんから熱い声を届けていただくと、大学も動くかと思
いますので、ぜひよろしくお願いします。 
 
 都市計画、まちづくりのことを教える中で、私が取り組んでいる一端をご紹介しようと
思います。必修の授業であっても、選択の授業であっても、教科書の中だけではなく、実
物を見に行ってもらうということを大切にしています。雑司が谷は時間がなくても行ける
ので気軽に調査できます。町並みを見たり、写真を撮ってきたり、学生の学びの場にさせ
ていただき、設計演習で使わせていただいております。 
 建築学科以外の方に言うと驚かれるのですが、どの大学の建築学科でも他人様の敷地を
勝手に学習の対象にしています。雑司が谷でも「ここに家がないと想定して、家を設計し
ていらっしゃい」という課題を出します。対象となる敷地については「勝手に写真を撮る
のはやめなさいよ」と言っているのですが、もしもご迷惑をおかけすることがありました
ら、何卒お許しください。将来に向けて、ああいう住宅地の中に、住まいや生活を新しく
組み込んでいくという勉強をしているのだと思って、温かく見守り、声をかけていただけ
ると助かります。 
 昨今は、地域連携が重要であると言われています。専門の知識を専門家だけで抱え込む
のではなく、勉強を机の上でするだけではなく、やりがいを感じて自発的に学んでほしい
と思います。何かの形で貢献させていただく機会があれば手伝わせていただきなさいと、
いつも言っております。また社会経験のため、一般の方が出席する会議に参加したり、時
にはお手伝いをしたり、専門家気取りで背伸びをする場にさせていただいております。 
 必修の授業で、まちの様子を見て A3 用紙 1 枚にまとめる課題を出すと、学生はがんば
ってくれます。おもしろいのは、大体学生は提出前日の夕方に慌ててやるので「雑司が谷
のまちは暗くて怖かった」と言うんですね。でも地元の方に聞くと、雑司が谷のまちは夜
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でも安心して歩けると。そこが雑司が谷の魅力だと思うんですね。そういうことをどうし
たら言葉や形にできるか、研究しています。 
 学生が課題として他人様の敷地で勝手に設計したものを、私が間をつなぎ、地域の方に
見ていただくこともあります。地域の方は「へえ、こういう家のつくり方の可能性もある
のか」と言ってくださいますし、学生も張り合いが出てくるようです。就職活動で、この
ことをプレゼンテーションして評価されることもあるようで、お互いに win-win の関係だ
と思っております。 
 
 次は『ぞうしガヤガヤたんけん』についてです。半年に 1 回ずつ、ここ何年間か、学生
がつくっている冊子です。単位とは関係なく、有志の学生に集まってもらって、雑司が谷
の魅力を大学生の視点で、まちの皆様にお伝えしています。私たちが調査ばかりしている
ので、「それであなたたちはどう思うのか、ちゃんと発信してほしい」と、まちの方から言
っていただいたこともあって、住居学科で学んだ学生の視点から、雑司が谷を紹介するよ
うになりました。 
 未来遺産に認定されたプロジェクト名が、これに相当似ているのですが、こちらのほう
が先です。一応、学生の名誉のために申し上げておきます（笑）。こちらの冊子がまずあっ
て、それから未来遺産への申請があったということで、学生も張り合いを持って取り組ん
でおります。冊子の作成は旧雑司が谷村全体の中でやっておりまして、今は 7 丁目までつ
くり終わりました。今週、私も学生の取材に同行し、徳川ビレッジに行く予定です。そう
して、少し広い視野で雑司が谷を楽しみたいと思います。 
 『いいとこまっぷ』は、有志の学生が、豊島区みらい文化財団のまちづくりバンク助成
に助成金を申請してつくったマップです。雑司が谷のいいところを地域の方から挙げても
らい、それをまとめて専門家のように提案したものです。まだはじめたばかりでしたが、
もともとあった地域のまちづくり団体が引き継いでくださったので、次の年は『御会式知
恵袋』というものをつくりました。これが大好評で、御会式のときにも配布しています。
先ほど、南池袋小学校の子どもたちが元気よく纏を掲げてくれました。講社に所属してい
ても、実はその講社の歴史を知らない、あるいは隣の講社の由来をよく知らないという方
も多いようで、地元の講社だけですが簡単にまとめさせていただきました。 
 それから、弦巻通りのいくつかの商店にポスターを掲示しました。卒業論文のために調
査した学生が「新しい駅ができて、新住民の方々がたくさんいらっしゃる」と言うんです
ね。その方々は地域とつながりたいと思っているのか、アンケート調査をしたところ、地
域とのつながりを求めていることがわかりました。ただ、忙しいし、どのようにつながっ
たらいいか、わからない。唯一つながれる場はお店である、というアンケート結果が返っ
てきました。そこまでが卒業論文です。卒業論文で得た結果をどうやって地域に還元する
かと考えたとき、これを思いつきました。 
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 弦巻通りの商店街で調査しましたが、個人商店は入りにくいんですね。けれども実際に
入ると、とても温かい。そのギャップを埋めることができないかと考え、ポスターや冊子
をつくりました。これが大変好評です。こうして学びと社会還元をつなぐ活動をしていま
す。学生の活動を地域の方に温かく応援していただいております。 
 研究室に入る学生は、専門家の方と同様の仕事をさせていただいたり、アルバイトとし
て仕事をさせていただくこともありますし、参加者としてワークショップの運営を学びな
がら調査・研究をしています。日本女子大学住居学科学生の雑司が谷とのつながり方は、
授業での「ちょっと外を歩いてきなさい」からはじまり、だんだん有志の学生が深く関わ
っていく、というものです。その中で得たネットワークや考え方を、後輩の学生につない
でいきます。皆さんから「たくさんの冊子をつくってすごいね」と言っていただくのです
が、こうした成果につながっているのだと思います。 
 今日は地域の方がたくさんいらっしゃっていますので、少し意識していただきたいこと
をお話しします。ひと口に学生といいましても、実は様々です。1～3 年生ぐらいまでは割
とすぐに成果の見えることでないと手伝ってくれません。イベントのお手伝いですとか、
サークルのように楽しく盛り上がれるようなことが頼みやすいのです。 
 大学院生になると少し継続的に付き合いができますし、専門家としての知識を身につけ
ながら、私が横で話すのを聞いて「ああ、そうやって世の中を見るものなのか」というこ
とを勉強していきます。だんだん大人の感覚に近づいてまいりますので、少し中身の濃い
話をしても、案外わかってもらえます。ですから、学生を一緒くたに扱わず、まずは「何
年生なの？」「どういうことに興味あるの？」と聞いていただき、どう接したらいいのかを
考えていただけるとありがたいと思いますし、学生と地域の皆様とのミスマッチもなくな
るかと思います。 
 
 次に学生の研究を紹介します。今日はこの会場の上の階でポスター展示をさせていただ
いていますし、インターネットで論文の検索もできます。 
 ある学生が、建物の更新状況を調べました。雑司が谷の駅ができて、まちがどう変わっ
たのか、5 年ごとに住宅地図調査をし、傾向を論文にまとめました。雑司が谷駅ができて
本学の学生がどこの駅から通っているのか、それがどの程度の割合で変化したのかを調べ
ました。2008 年、雑司が谷駅ができる前は、どのような定期券を持っていたのか。開通し
て 1 年後の定期券はどうか。そして開通して 5 年後、東横線と直通して、学生がどういう
定期券を持つようになったか調べたところ、着実に、雑司が谷駅の利用者が増えているこ
とがわかりました。今後の参考にしていただければと思います。 
 それから地域コミュニティの活動についてですが、地元団体の「緑のこみちの会」に参
加させていただきました。いろいろな形で勉強し、研究としてまとめています。かつて雑
司が谷と呼ばれていた領域がどこなのかを調査した結果、相当に広い範囲がカバーされて
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いたことがわかりました。雑司が谷と呼ばれる範囲が縮小したのは、明治通りや山手線が
通ったことで、まちが分断されたことと関係しているのではないかと思います。 
 昨年、修士課程の大学院生が、御会式を運営する方と地域住民の方との人間関係や、ど
ういう人たちが、どういう場所を利用して、どれぐらいの範囲で生活しているのかといっ
た調査をしました。併せて家の建て方も調査しました。玄関や駐車スペースをどこにつく
るか、といった内容です。家の中の人と外の人との関わりが、まちの外に住む人とどれぐ
らいコミュニケーションをとるのかということに関係するのではないか、という調査でし
た。その仮説によれば、外や路地が見えるような窓のつくりをしている家の方は、近隣の
方と立ち話をしたり、コミュニケーションをとったりしています。それは雑司が谷の宝だ
と思います。ちょっとしたつくり方の工夫を共有できると、雑司が谷のよさは持続可能に
なるのではないかと思います。 
 日本では「道路で遊ぶのは危険」と教育します。しかし、道路交通法にそんなことは書
いてありません。大通りで遊んではいけないのですが、生活道路と呼ばれているような細
い道路で遊ぶことまでは禁止していません。ヨーロッパでは、1970 年代に交通標識をつく
り、「ここは子どもたちも遊ぶので、車は少し遠慮して走るように」と促しています。とこ
ろが、日本はいつまで経ってもそういうことができないようです。しかし、雑司が谷には
細い道路でも親子が両手をつないで歩けるような環境があります。もちろん他にもそうし
た地域はありますが、道路の端を縦一列に並んで歩かなくていいというのは、本当に豊か
な生活環境だと思います。それをどうやったら実現できるのか、今年は実験的に取り組ん
でいきたいと思います。 
 また、明桂寮という由緒ある建物が大学の寮の中に建っています。としまユネスコ協会
に雑司が谷マップをつくっていただいたのですが、次のバージョンには明桂寮を載せてい
ただけるように保存・再生の運動をしたいと思っております。明桂寮は、関東大震災直後
に建てられた丈夫な建物です。その当時、生ごみからメタンガスを発生させて食事をつく
る取り組みをする、環境に配慮した建物でした。こうした建物がある雑司が谷の先進的な
生活を全国に、そして世界に発信していけたらと思います。 
 
 私が期待するのは、雑司が谷という地域全体で「こういう学生を育てよう」と意識して
いただくことで、雑司が谷はもっとよくなるということです。雑司が谷は、生活を理解し
た専門家が育つ場であってほしい。住居学科の学生が多様な考え方を学び、コミュニケー
ション力のある専門家になると、将来の雑司が谷に貢献できる人材になると思いますので、
ご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願いいたします。 
 
（みない・なみこ 日本女子大学家政学部准教授） 
